
 

 

旅客営業規則 第 88条 特別補充券の様式【新旧対照表】 

【2024年 10月 1日から適用】 

改   正（案） 現   行 

〔特別補充券の様式〕 

第 88条 特別補充券の様式は、次のとおりとする。 

(京阪線用)           (大津線用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   (現行どおり) 

 

  

 

〔特別補充券の様式〕 

第 88条 特別補充券の様式は、次のとおりとする。 

(京阪線用)           (大津線用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※下線部が改正箇所。 

 

 

旅客営業規則 第 121条 再収受した旅客運賃の払いもどし【新旧対照表】 

【2024年 10月 1日から適用】 

改   正（案） 現   行 

〔再収受した旅客運賃の払いもどし〕 

第 121条 第 119条の規定によって普通旅客運賃及び増運賃を

支払った旅客は、紛失した乗車券類を発見した場合は、その乗

車券類と再収受証明書を、もより駅に差し出して、発見した乗

車券類１枚につき手数料 160円を支払い、その旅客運賃につい

て払いもどしの請求をすることができる。ただし、再収受証明

書の発行日の翌日から起算して１箇年を経過したときは、これ

を請求することができない。 

〔再収受した旅客運賃の払いもどし〕 

第 121条 前条の規定によって普通旅客運賃及び増運賃を支払

った旅客は、紛失した乗車券類を発見した場合は、その乗車券

類と再収受証明書を、もより駅に差し出して、発見した乗車券

類１枚につき手数料 160円（ただし、西日本線連絡券の場合は

220円とする。）を支払い、その旅客運賃について払いもどしの

請求をすることができる。ただし、再収受証明書の発行日の翌

日から起算して１箇年を経過したときは、これを請求すること

ができない。 

※下線部が改正箇所。 

 

 

 

 



 

 

旅客営業規則 第 123条 旅行開始前の旅客運賃の払いもどし【新旧対照表】 

【2024年 10月 1日から適用】 

改   正（案） 現   行 

〔旅行開始前の旅客運賃の払いもどし〕 

第 123条 旅客は、旅行開始前に普通券が不要となった場合は、

乗車していないことが認められるときで、かつ、通用期間内（前

売の乗車券については、通用開始前を含む。）であるときに限っ

て、その乗車券の発行駅に差し出して既に支払った旅客運賃の

払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は、手数

料として、乗車券１枚につき 160円を支払うものとする。ただ

し、不要となった事由が第 132条第１項第１号または第２号の

規定による場合は、手数料を必要としない。 

 

２                  （現行どおり） 

〔旅行開始前の旅客運賃の払いもどし〕 

第 123条 旅客は、旅行開始前に普通券が不要となった場合は、

乗車していないことが認められるときで、かつ、通用期間内（前

売の乗車券については、通用開始前を含む。）であるときに限っ

て、その乗車券の発行駅に差し出して既に支払った旅客運賃の

払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は、手数

料として、乗車券１枚につき 160円（ただし、西日本線連絡券

の場合は 220円とする。）を支払うものとする。ただし、不要と

なった事由が第 132条第１項第１号または第２号の規定による

場合は、手数料を必要としない。 

２         （省   略） 

※下線部が改正箇所。 

 

 

旅客営業規則 第 130条 旅行中止による通用期間の延長及び旅客運賃の払いもどし【新旧対照表】 

【2024年 10月 1日から適用】 

改   正（案） 現   行 

〔旅行中止による通用期間の延長及び旅客運賃の払いもどし〕 

第 130条 旅客は、旅行開始後次の各号の１に該当する場合で

あって、且つ、その所持する乗車券が通用期間内であるときは、

１回に限って、第 133条の規定によって定める日数の乗車券の

延長を請求し、又は既に支払った旅客運賃から既に乗車した区

間の普通旅客運賃を差し引いた残額の払いもどしをその旅行

を中止した駅に請求することができる。この場合払いもどしを

受ける旅客は、手数料として乗車券１枚につき 160円を支払う

ものとする。 

（１）傷い疾病によって旅行を中止したとき。 

（２）司法権又は国会からの喚問その他これに類する行政権の

発動によって旅行を中止したとき。 

２                  （現行どおり） 

３                  （現行どおり） 

〔旅行中止による通用期間の延長及び旅客運賃の払いもどし〕 

第 130条 旅客は、旅行開始後次の各号の１に該当する場合で

あって、且つ、その所持する乗車券が通用期間内であるときは、

１回に限って、第 133条の規定によって定める日数の乗車券の

延長を請求し、又は既に支払った旅客運賃から既に乗車した区

間の普通旅客運賃を差し引いた残額の払いもどしをその旅行

を中止した駅に請求することができる。この場合払いもどしを

受ける旅客は、手数料として乗車券１枚につき 160円（但し西

日本線連絡券の場合は、220円とする。）を支払うものとする。 

（１）傷い疾病によって旅行を中止したとき。 

（２）司法権又は国会からの喚問その他これに類する行政権の

発動によって旅行を中止したとき。 

２         （省   略） 

３         （省   略） 

※下線部が改正箇所。 


